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OpenID 
Foundation

2007年に米国で設立された非営

利の国際標準化団体。 

インターネット上のアイデンティ

ティ層およびAPIアクセス管理にか

かわる技術の標準化を行います。 

当初はIETFで標準化を行うことを考えましたが、当時の
IETFはIdentity標準に興味を示さず、他の標準化団体
だと、個人の参加メンバーに高額の会費がかかる、 IPR
レジームが望むより弱いなどの理由で、独立した団体と
して設立されました。



https://vizzlo.com/share/6ljYW2NKQ3WQtOdmH1yflQ
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OpenID規格は多くの場所で使われています。 

Sign in with Apple, Google Sign-in, Microsoft Sign-in, GSMA Mobile Connect など

は、OpenID Connect規格に基づいており、世界で30億人に使われていると言われて

います。 

また、多くの国や地域のID基盤はOpenID Connectによっています。 

トランザクション量も膨大で、たとえばMicrosoft Azure上のSign-inの90%以上が

OpenID Connectになっています。 

OpenID FAPIは、英国Open Banking他、より高いレベルのセキュリティが必要なAPIの

保護のための標準として使われています。 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OpenID 
Foundationの
３大業務 

標準規格の作成  
協調領域における標準仕様の共同開発  

テストと自己認証 
共同テストおよび自己認証スイートの作成・提供  

普及啓発 
規格や考え方について、セミナーやネット・メディアを通

じて啓発 



標準規格の作成

● 標準規格他の文書は作業部会

(WG)によって作成されます。 

● 発言・寄書に関する改変権を含

む著作権譲渡および最終規格お

よび実装者ドラフトに書かれた項

目についての特許の相互非行使

を定めた知財寄付契約に署名す

れば無料でWGに参加できます。 

● これらは「OpenID Process」文書

に規定されており、WTO TBT協

定のAnnex 3に沿っています。 

協調領域における 
標準仕様の共同開発 



現在の作業部会 

現在10個の作業部会(WG)が、それぞれの憲

章に定義された項目について規格化活動を

行っています。 (2022-01-15現在) 

WGは基本的にオンラインで会合を行い、課題

管理システムとGitレポジトリとMLを使って作

業を進めていきます。 



多くの 
パートナーとの緊
密な関係 

IETF OAuth WG, JOSE WG

ISO/IEC JTC 1/SC 27/WG 5, SC 17

ISO/TC68

ITU-T

W3C WebAuthn WG, WebPayment Security IG

FIDO Alliance

Kantara Initiative

Open Banking UK 

OECD/ITAC

Etc. 



https://vizzlo.com/share/nHCvArdYSRWtJvJGUjt0Gw


テストと自己認証 

● 理事会の指示により、認証チー

ムがテスト・スイートとオンライン

自己認証基盤を、選定された標

準に関して作成・提供します。

● 自己認証した実装は、

openid.net[1]にテストのログと共

に公開されます。

● 多くの組織が、Dockerイメージを

ダウンロードして、CD/CIパイプラ

インの中で使っています。

共同テストおよび自己認証スイートの作
成・提供

[1] https://openid.net/certification/



現在提供中の自己認証スイート

● OpenID Connect Provider
● OpenID Connect Relying Party
● Financial-grade API (FAPI) OpenID Providers
● Financial-grade API Client Initiated Backchannel 

Authentication Profile (FAPI-CIBA) OpenID 
Providers

● Financial-grade API (FAPI) Relying Parties



普及啓発

● 理事や作業部会長は、多くの産業イベント

で講演を行っています。例：  

○ European Identity and Cloud 

Conference  

○ Identiverse  

○ APIDays 

● 独自イベントも行っています：  

○ OpenID Summit  

○ OpenID Workshops  

● オンラインでも情報提供をしています。  

○ Openid.net  

○ YouTube 

規格や考え方について、
セミナーやネット・メディアを

通じて啓発



OpenID Summit Tokyo 2020

2020-01-24 @ Shibuya Stream Hall



アウトリーチ活
動



 

Create the future together. 


